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会長挨拶：星野義男会長 

皆さん、こんにちは。 

冬の重い空もだんだんと明るくなって参りまし

て、日が差すと春のような暖かさを感じる今日

この頃でございます。しかし、まだまだ先に降

った雪の片付けが終わらないうちに、また寒波

が来るような話もあります。皆さんも雪による

事故には気をつけて頂きたいと思っております。 

ところで、今日はバレンタインデーです。 

昨夜はちょっと誘われて夜の街に出ましたが、バレンタインデ

ーという事で街のかわいいお嬢さんから３個ほどチョコレート

を頂きました。今朝会社に来てみると、机の上にチョコレート

の包みが山になり、華やかな雰囲気を醸し出しておりました。

社内のあちこちの机上も春近しといった色合いでした。会社の

女性達がこっそりと私の机の上にチョコレートを置いてくれる

様子を想像し、義理チョコと承知しながらもイイ歳ではありま

すが嬉しく目じりが下がりっぱなしでした。 

頂いたからにはお返しを・・・と考え、例年お店に足を運びそ

れぞれにと選んで来ます。なかなか大変ではありますが、義理

とは言えども皆さんそれぞれ日常の潤滑油として、また、普段

感謝を伝える事が難しい方でもこうしたイベントにあやかり、

周囲に『ありがとう』の気持ちを表すことができたなら、とて

も有意義なイベントかと思います。『義理』なんて言葉を当ては

めたのが誤りなのかもしれません。 

今日は雑駁な挨拶となりましたけども、これで終わります。 

ありがとうございました。 

 

幹事報告：石川一昭幹事  

・三条南ＲＣより  

「市内４ＲＣ合同例会」開催のご案内 

 日時 平成２４年３月２６日（月）１１：４５～ 

 会場 ハミングプラザＶＩＰグランドホール                

・三条ＲＡＣより 三月第一例会のご案内 

 日時 平成２４年３月１日（木）19：30～ 

       会場 燕三条リサーチコア 

・三条市青少年健全育成ネットワークより  

ネットワーク化の為の講演会開催について 

 日時 平成２４年３月２日（金）午後６：３０から 

 会場 三条市中央公民館 大集会室 

 

 

国際ﾛｰﾀﾘｰ会長：カルヤン・バネルジー 

（インド・グジャラート） 

地区ガバナー：石本隆太郎 （新潟ＲＣ） 

 

三条北ＲＣ会長：星野 義男 

三条北ＲＣ幹事：石川 一昭               

三条北ＲＣＳＡＡ：丸山  勝 

                             

■出席状況 

・本日の出席：７０名中３７名 

・先々週の出席率：７０名中６２名 

８８．５７％ （前年同期７２．０６％） 

・１月の出席状況：会員数７０名 

 例回数４回 

 平均出席率：８０．１３％ 

 前年同月７５．６４％   

 

■本日の行事：「歴代会長卓話」 

      
 

■先週のメークアップ：（敬称略） 

  ２月１３日三条南ＲＣへ中條耕二 

山崎 勲、山本 賢 

 １４日親睦活動委員会 

     外山裕一、石黒隆夫 

石丸 進、本田芳久 

羽賀一真、平出冨士夫 

高橋研一、目黒由賀利 

渡辺 徹 

     １４日ゴルフ同好会総会 

         今井克義、石川一昭 

         大野新吉、大橋政雄 

         岡田 健、岡田大介 

         落合益夫、柄沢憲司  

         小林繁男、斎藤 正 

         坂本勝司、佐藤義英 

         武田恒夫、早川瀧雄 

         丸山 勝、丸山正男  

         米山忠俊、平出冨士夫 

         渡辺 徹  

 

      

 例会日：火曜日 12:30 ～ 13:30 

例会場：三条ロイヤルホテル TEL 34-8111 FAX 34-8114 

事務局：三条市本町 3-5-25 三条ロイヤルホテル内  

TEL 0256-35-7160 FAX 0256-35-7488 

ＨＰ：http://www.sanjo-nrc.org ＡＤ：north@sanjo-nrc.org 

発行：三条北ロータリークラブ 会報委員会 
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雑誌委員会 丸山達夫 委員よりお詫び  

やっと風邪が終わりました。今月の「ロータリーの友」紹介ですが、先月末から

高熱を発しまして水もご飯も食べたくなく、お陰で６㎏の減量に成功し大変あり

がたいことです。このような状態でロータリーの友を見るという意欲は到底無く

今月は紹介できませんがご勘弁願いたいと思います。 

                               

■ロータリ財団ＢＯＸ：１４日現在累計３７２,０００円 
 

■米山奨学ＢＯＸ：１４日現在累計２８０,０００円 
岡田 大介君 大雪に降参！米山に協力!! 

今井 克義君 久しぶりに米山節をたっぷりと。 

山中  正君 米山委員長ご苦労様です。 

佐藤 弘志君 米山さんの卓話を期待して。 

渋谷 義徳君 米山委員長に感謝しています。 

石川 一昭君 米山委員長、卓話楽しみです。 

米山 忠俊君 先日の地区米山奨学委員長会議の資料「姫軍氏スピーチ原稿」を配布しました。

皆様からの寄付金が若いアジアの奨学生にどう役立っているか読んで下さい。 

                           （スピーチ抜粋４ページに掲載） 

 

■ニコニコＢＯＸ：１４日現在累計６７０,０００円 
星野 義男君 米山パスト会長、卓話に感謝して!! 
石川 一昭君 米山さん卓話楽しみです。本日はバレンタインデーです。最愛の奥様より甘い 

チョコを頂きましたか？ 

石川 友意君 米山パスト会長さんの卓話に感謝して!! 
馬場直次郎君 この３日間晴れ間がのぞいていました。つかの間の喜びです。週末からまた大荒

れのこととかイャーだなぁー。 

笹原 壯玄君 節分会（せつぶんえ）ご協力ありがとうございました。当日は豪雪で参詣者が困

っていました。一日中降り積もり夕方には一尺になりました。 

山本  賢君 協力いたします。 

岡田  健君 米山さん卓話御苦労様です。 

 

本日の行事：「歴代会長卓話」          

第１２代 米山忠俊会長  

先月３１日、北ロータリークラブ新年会に於いて、澁谷プログラム委員長

さんから「バレンタインデー頼みますよ」と声を掛けられました。「歴代会長

卓話を」と聞いておりましたのでいよいよ私の番だな、さて何を話そうかと

思っていたら早くもその日がきました。 

今日は大安吉日でいい日、またハッピーな事に女性から男性に贈り物をす

るバレンタインデーです。私も毎年いくつか義理チョコを頂いています。プ

レゼントは理屈ぬきで気持ちですから、うれしいし期待しています。だが最近、チョコは健康に

良くないと、気を使ってくれて量がだんだん少なくなり残念です。 

私もいつの間にか、人並みに今年の四月で、六十八歳になります。 

今日の卓話は、折角ちょうどいい機会を頂いたので、「人生を振り返り」 

○ 仕事の事 

○ ロータリーの会長年度   の話をしたいと思います。 

また自分にも、これからの人生に活かせればと勉強のつもりで話しをさせて頂きます。 

(1)最初に私１２代会長時代の話から始めます。 

私の前の会長が堀川正幸さんでした。その前は創立１０周年会長が味方義一さんでした。私の

会長就任のきっかけは、大野会長さんの時、私が幹事を務めた事から３年後に、私に回ってきた

ようです。ロータリーは先輩に頼まれたら、「ノー」と言えないと聞いておりましたので、大野さ

んに言われ、「はい」と素直にお引受しました。 
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会長テーマに「爽やかに新鮮な風を起こし感動しよう」を掲げ、夢と希望を与える活動を目指

し、「創立１２年目でまだまだ若いクラブ。新たな夢を持ち、挑戦し続けたい」を目標に、熱意み

なぎるスタートでした。会員数５３名、幹事は吉川吉彦さんでした。二人三脚で一年間、「喜び」

と共に「悩み」も有りましたが、アイデアマンで有能で個性溢れる、吉川幹事さんに恵まれ、色々

な場面で助かりました。又一緒に仕事ができ、楽しい一年でもありました。 

◎クラブ年度の主だった事業を紹介します。 

みなさん１４年前を思い出してください。また、その後入会された会員の皆様には、今後の参

考になればと思います。お陰様で事業活動は、各々の委員会の皆様から、積極に取りくんで頂き、

どの事業も立派で有意義であり成功でした。 

＊親睦旅行 (今井克義親睦委員長)は、九月に東京方面へ参加者２３名にて、一泊旅行を実施致

しました。旅行の目的は、東京 RC のメークアップです。

日本で最初に出来た、名門 RC の例会に出席してみたいと

いう声もあり、計画し行って来ました。 

 例会場は、帝国ホテル。格調高い重厚な雰囲気に圧倒さ

れ、これが「ロータリー」かと感じ、全てに於いてレベル

の高さ、違いを見て聞いて感動し、素晴しい経験でした。 

 他に、国会議事堂の見学そして、池袋のサンシャインホ

テルでの食事、宿泊と質の高い楽しい親睦旅行でした。  

＊社会奉仕事業(山本充委員長)は、年度後期二月、講師に

中田久美さん［元バ

レーボールオリンピックメダリスト］を招待。三条厚生福

祉会館に於いて「中学生スポーツセミナー」を開催。内容

は、「バレーボール教室」を開催し練習指導、そして講演会

を実施。 

市民や中学生に「目標もって挑戦すれば夢は必ず果たせる」

をテーマに、一日フルに進められた。セミナーでは、「中学

生の皆さん、オリンピック選手を目指して頑張りませんか、

私達がお手伝いしますよ」と呼びかけ、手を差しのべて、

夢を持つ事、挑戦する事を諦めない事の大切さ、素晴らし

さを教えてくれました。あの時、多勢の中学生の目が輝いていた事は、今も忘れられません。「夢」

と「感動」を与えてくれたあの日から、その後中学生達はどうなったか知りたい気持ちもありま

すが､あの時から「変わったよ」とそんな子が、一人でもいたなら、事業として成功、今もそんな

思いでおります。 

＊四月には、夫人同伴例会「男の料理教室」を三条市総合福祉センターにて開催。 

講師には、テレビでお馴染みの三条クッキングスクール更科

校長の料理指導で、料理の作り方、料理の楽しさを聞き、実際

に教わりながら作りま

した。この事業の目的は

奥様に日頃の感謝の印

として、ご主人が料理を

作り、奥様に食べてもら

う。奥様を喜ばせようと

企画されました。しかしながら、多くの会員が初めての料

理経験である為途中から奥様の応援を仰ぎ、どうにか料理

が出来上がり奥様に食

べて貰う事が出来まし

た。少しは日頃の恩返しができ、夫婦間の理解が深まる良い

企画であったと思いました。 

＊国際奉仕委員会(小林満委員長)主幹で年度末六月に、三条Ｒ

Ｃ(五十嵐総一会長)との合同親睦旅行で韓国、済州島へ行って

きました。予定していた「キョトンＲＣ(ソウル)」の例会に当

クラブから７人の会員がメークアップしバナーの交換や挨拶
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を交わし両クラブの親善を図り、意義ある国際交流をしました。また三条ＲＣの皆さんと一緒に

観光や済州島でのゴルフを楽しみ参加された奥様と一緒に思い出多い貴重な楽しい親睦旅行にな

りました。 以上が主だった事業でした。 

当時２５６０地区は群馬県と一緒でした、群馬県で地区大会、地区協議会等地区の行事があり

交流もしました。年度を振り返り楽しかったこともいろいろありましたが、任期中に御指導いた

だいた久保田昭治ガバナー（伊勢崎中央ＲＣ）、豊島豊分代理区（三条南ＲＣ）が任期半ばで急逝

され残念で悲しいことでした。 

今考えると、改めて多くのロータリアンの皆様との出会いがあり、多大な御指導、ご支援、御協

力頂いた事心より感謝申し上げます。 

ロータリーに関しては、このくらいにして、次に私の仕事に関して話をしたいと思います。 

（2）私は建設業を生業にしています。 

１８歳から仕事を始め今年で５０年になります。最初の一年だけ他社に御世話になりましたが、

１９歳で家業の熔接業に入り鉄骨建築を経て、現在の総合建設業（ゼネコン）に変革してきまし

た。父や母から熔接仕事をならい、１年間御世話になった会社では鉄骨建築を経験し、その後現

在まで小さいながらも一城の主でやってきました。１９歳で社会の事、仕事の事、何もわからな

い未熟な私が、今まで何とかやれたのは、多勢の方とのいい出会いがあったことが一番です。そ

れと先祖や父母や家族がいたからです、また若く経験も浅く、未熟で資金も何も無い中で、運も

良かったと思います。 

長い年月、建設業の仕事に携わり、様々な経験する中で、皆様に御世話になりました。 

しかしながら、建設業界は今、大きな問題を抱えています。建設業を取り巻く環境が一段と厳し

くなり、建設産業はどんどん縮小して元気がありません。公共工事、民間の設備投資、住宅工事

等の仕事量が少ない為、受注競争が激しく、経営状況が厳しい状態が続いております。また、生

き残りが難しく倒産、廃業が進んで建設業者が減少しております。 

その様な状況ですので、後継者のなり手や若い技術者、技能者が入ってきません。今後を考え

ると大変心配しています。業界も談合や耐震偽装など、悪いイメージがあり自業自得のところも

ありますが、それは業界の一部の事で、大部分の業社は真面目に、取組んでおります。昨年７月

の新潟・福島豪雨の三条地区の災害復旧工事は始まっておりますが、工事が細かく数あることか

ら地元業社は、受注余力が少なく対応に苦慮しているようです。   

今後も厳しい状況が予測されますが、望む事は、まず我々自身が自浄努力を続け、地域の皆さ

んの命と財産と暮らしを守り、地域の安心・安全に貢献するという建設産業の役割をいっそう自

覚し、いろいろな問題に対して前向きに取り組み、明るい希望の持てる業界にと切望するしだい

です。地域の皆様からも理解を頂き、ご支援頂き暖かく見守って頂きますようお願いしたいと思

います。 

最後に、６７歳になりました私の心境は、御世話になった方の中には、もう亡くなられた人も

多勢いられます。沢山の受けた恩と教えを忘れずに感謝して、今後も自分の経験とロータリー、

そして先人から学んだ様々な事を、次世代につなぎ地域社会の少しでも役に立つようにと思って

います。 

ご清聴ありがとうございました。感謝して卓話を終わります。 

 

 

姫 軍（ジ ジュン）氏スピーチ原稿より 

 ・・・・・・・・・・・・最後に、私が皆さんに言いたいことは、ロータリーと米山記念奨学会と私

の２回の出会いであり、その出会いに対する感謝の気持ちです。１回目は私が一番苦しいとき、最低の

生活を維持する時に金銭的に援助して下さいました。妻もいて、一番苦しい時です。２回目は私が中国

で成功したとき、夢を失いかけていた私に、夢を与え、道を教えてくれたときです。私がロータリアン

の皆様から、そして米山記念奨学会から頂いた物は奨学金や友情だけでは無く、人生の価値観と生き方

です。私の夢は（皆様から学んだことを実践して）「ロータリー精神の理想的な具現社になる」ことで

す。 

 

姫軍さんプロフィール（１９９５－９７年米山奨学生：世話クラブ東京臨海ＲＣ） 

・２０００年北京に弁護士事務所設立 

・２００９年中国学友会を設立し初代会長就任 

・現在第２０回米山功労者メジャードナー 


